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み
な
さ
ん
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す

か
？

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
は
、
動
物
や

植
物
か
ら
生
ま
れ
た
再
生
可
能
な
有

機
性
資
源
で
す
。
例
え
ば
、
家
畜
排

せ
つ
物
や
生
ご
み
、
木
く
ず
、
も
み

が
ら
、
バ
ガ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
バ
イ
オ
マ
ス
？

　

石
油
な
ど
の
化
石
資
源
を
使
い
続

け
る
と
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｃ
Ｏ
２

）
が
増
加
し
地
球
温
暖
化
を

引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
は
生
育
過

程
で
光
合
成
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収

し
固
定
す
る
の
で
、
燃
焼
等
に
よ
り

Ｃ
Ｏ
２

が
発
生
し
て
も
、
実
質
的
に

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

は
増
加
し
ま
せ
ん
。

こ
の
仕
組
み
を
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
と
言
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
？

①
地
球
温
暖
化
の
防
止

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
な

資
源
な
の
で
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
を

抑
制
し
ま
す
。

②
循
環
型
社
会
の
形
成

資
源
の
「
使
い
捨
て
社
会
」
か
ら

「
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
」
へ
の
移
行

を
促
進
し
ま
す
。

③
新
た
な
産
業
の
創
出

バ
イ
オ
マ
ス
を
使
っ
た
新
た
な
産

業
や
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

④
農
山
漁
村
の
活
性
化

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
素
材
の
供
給
」

と
い
う
新
た
な
役
割
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

身近なバイオマスを考えてみよう

バ
イ
オ
マ
ス
っ
て
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
？

　

沖
縄
県
内
で
最
も
多
い
バ
イ
オ

マ
ス
は
牛
や
豚
の
ふ
ん
等
の
家
畜

排
せ
つ
物
と
な
っ
て
お
り
、
次
い

で
下
水
・
浄
化
汚
泥
、
生
ご
み
・

食
品
残
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

ご
み
・
食
品
残
さ
の
利
用
率
は

１
％
と
低
く
（
平
成
17
年
3
月
現

在
）、そ
の
利
活
用
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

資料：「沖縄県バイオマス総合利活用マスタープラン」（平成 17年 3月沖縄県）
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バ
イ
オ
マ
ス
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
？

　

①
糖
蜜
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

の
製
造
（
伊
江
村
、
宮
古
島
市
）

　

さ
と
う
き
び
糖
蜜
か
ら
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
を
製
造
し
、
ガ
ソ
リ
ン
に

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
３
％
混
合
し

た
Ｅ
３
ガ
ソ
リ
ン
を
村
や
市
の
公
用

車
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
実
証
事

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
左
は

伊
江
村
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ

ン
ト
）。

②
廃
食
用
油
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
の
製
造
（
う
る
ま
市
、
宮
古

島
市
、
西
原
町
、
読
谷
村
等
）

　

廃
食
用
油
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
を
製
造
し
、
自

動
車
や
農
業
機
械
等
の
燃
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
は

B
D
F
製
造
の
様
子
）。

                                                     ③
泡
盛
か
す
を
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
り

ガ
ス
化
（
宮
古
島
市
）

泡
盛
の
蒸
留
か
す
を
メ
タ
ン
発
酵
さ

せ
て
、
発
生
す
る
ガ
ス
を
泡
盛
工
場

内
で
回
収
ビ
ン
を
洗
浄
す
る
動
力
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
（
写
真
は
ビ

ン
を
洗
浄
す
る
様
子
）。

④
食
品
残
さ
を
飼
料
化
（
沖
縄
市
、

北
中
城
村
、
中
城
村
、
糸
満
市
、
恩

納
村
等
）

食
品
製
造
業
者
や
飲
食
店
等
か
ら
排

出
さ
れ
た
食
品
残
さ
を
回
収
し
、
家

畜
の
飼
料
（
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
）
を
製

れ
ま
し
た
。

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
」
と
は
、

地
域
に
お
い
て
、
広
く
関
係
者
の
連

携
の
下
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
生
か
ら

利
用
ま
で
が
効
率
的
な
プ
ロ
セ
ス
で

結
ば
れ
た
総
合
利
用
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
、
安
定
的
か
つ
適
正
な
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
今
後
行
わ
れ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
地
域
の
こ
と
で
す
。
市
町

村
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
の
全
体
プ
ラ
ン
「
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
作
成
し
取

組
を
進
め
る
も
の
で
、
関
係
省
庁
は

構
想
実
現
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

沖
縄
県
内
で
は
伊
江
村
、
う
る
ま

市
、
宮
古
島
市
及
び
金
武
町
の
４
市

町
村
が
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を

策
定
し
、
各
種
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
街
も
ぜ
ひ
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
に
！

造
し
て
い
ま
す
。

⑤
家
畜
排
せ
つ
物
を
堆
肥
化
（
県
内

各
地
）

　

県
内
の
各
市
町
村
の
堆
肥
セ
ン

タ
ー
等
に
お
い
て
、
畜
産
農
家
か
ら

排
出
さ
れ
た
家
畜
排
せ
つ
物
の
堆
肥

化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
街
を
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
に
！

　

政
府
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
循

環
型
社
会
の
形
成
等
の
観
点
か
ら
、

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
推
進
に
関
す

る
具
体
的
な
取
組
や
行
動
計
画
「
バ

イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
３
月

に
は
、
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
見

直
し
が
行
わ
れ
、
国
産
バ
イ
オ
燃
料

の
本
格
的
導
入
、
未
利
用
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
等
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
築
の
加
速
化
が
明
確
化
さ

バイオマス利活用に関する
ホームページ
（沖縄総合事務局）

http://ogb.go.jp/nousui/
nourin_kankyou_
baiomsu.htm




